


最近のわが国の青少年の性行動は著しく活発化しているといわれる。しかし、これを明確

に数量化して評価することは、さほど容易なことではない。 

日本性教育協会は、総理府青少年対策本部の委嘱を受け、1974 年、1981年の 2回、全国の

高校生、大学生を対象に、性行動調査を行い、“青少年の性行動”、“青少年の性行動（第 2

回)”として発表した。この性行動調査は、キンゼイにならって、累積経験率のかたちにま

とめられているが、ある行動の年齢別頻度を表現するには様々な方法が可能であり、累積

経験率が必ずしもそれらのうちで最善であるとは言えない。特に累積経験率では、ある年

齢の率はそれよりわかい年齢の率に影響されるので、年齢間の比較が困難である。 

そこでこのデータを用いて、生命表を応用して初経験確率を計算してみた。例として 1981

年の女性のデート経験について説明する。 


